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いいまち今金夢のまち

思い出をありがとう
今金中学校の卒業式が行われた 3月14目、正面玄

関前では部活動などで下級生と最後のお別れする光

景が見受けられました。

対面して下級生に別れを告げる部、円陣を組んで

気合いを入れる部、記念撮影をする部。思い出いっ

ぱいの今中からまた新たに68人の卒業生が旅立って

いきました。
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O 
「行政は終わり無き営みです。」

O 

0， 

第 1回定例町議会が 3月6日から15日まで開催されました。

行政は、 立ち止まること無く継続した取り組みを行わなければならない終わり無き

営みの観点から、本年度の今金町執行方針が示されましたのでお知らせします。

O 

今
後
も
高
齢
者
の
増
加
が
続
く

こ
と
か
ら
、
施
設
介
護
依
存
の
現

状
を
ど
う
在
宅
介
護
に
誘
導
し
て

い
く
か
、
い
か
に
老
後
を
元
気
に

過
ご
す
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
何
年
度
の
介
護
保

険
料
の
改
定
に
向
け
、
平
成
川
年

度
に
お
い
て
高
齢
者
保
健
福
制
計

画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し
作
業
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。そ

れ
と
並
行
し
、
在
宅
介
護
の

環
境
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
た
め
、

①
今
金
町
福
祉
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

連
絡
協
議
会
立
ち
上
、
け
に
よ
る
高

齢
者
住
宅
改
修
等
へ
の
取
り
組
み
。

②
温
泉
施
設
を
活
用
し
て
の
虚
弱

高
齢
者
や
そ
の
家
族
へ
の
介
護
予

防
、
閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
痴
呆
防

止
、
元
気
高
齢
者
の
健
康
増
進
、

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
な
ど
体

系
化
し
た
事
業
の
取
り
組
み
。

③
広
報
活
動
の
強
化
や
、
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
の
作
成
、
出

前
介
護
教
室
の
実
施
な
ど
に
よ
る

在
宅
介
護
に
対
す
る
意
識
啓
発
の

取
り
組
み
。

④
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ン
ク
「
ひ

ま
わ
り
」
の
支
援
。

⑤
せ
せ
ら
ぎ
の
入
所
者
の
介
護
支

援
計
画
作
成
に
よ
る
支
援
や
相
談

業
務
の
取
り
組
み
。

以
上
を
推
進
し
、
従
来
か
ら
の
福

口
今
金
町
執
行
方
針
(
要
約
)

町
村
合
併
へ
の
取
り
組
み

地
域
主
権
の
時
代
に
進
ん
で
い

る
中
に
あ
っ
て
、
当
面
し
て
い
る

市
町
村
合
併
検
討
は
必
然
の
取
り

組
み
で
す
。
市
町
村
合
併
は
単
に

役
場
と
い
う

一
行
政
機
関
の
統
廃

合
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
町
の
総
て
が
対
象
と

な
り
、
総
て
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
町
民

・
議
会

・
町
行
政
に

お
け
る
十
分
な
検
討

・
議
論
の
上
、

判
断
を
し
、
慎
重
な
取
り
組
み
を

し
て
い
き
ま
す
。

既
に
、
状
況
の
把
握
と
理
解
を

得
る
た
め
の
資
料
づ
く
り
、
合
併

議
論
を
行
う
際
の
基
礎
と
な
る
資

料
づ
く
り
を
行
政
が
率
先
し
て
行

う
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

槍
山
北
部
四
町
で
広
域
行
政
事

務
の
在
り
方
に
つ
い
て
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
自
ず
と
広
域

合
併
の
問
題
に
連
動
す
る
要
素
が

多
分
に
あ
り
、
圏
域
に
お
け
る
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
位
置
づ
け
や

町
づ
く
り
に
つ
い
て
の
検
討
も
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
財
政
の
状
況

財
政
運
営
は
、
国
に
お
け
る
財

政
悪
化
に
連
動
し
て
、
町
税
の
減

収
、
地
方
交
付
税
の
減
額
等
財
源• • 

社
サ
ー
ビ
ス
に
相
乗
効
果
が
で
る

よ
う
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
・

児
童
福
祉

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
が
ん
予
防

等
の
生
活
習
慣
病
改
善
等
の
重
点

事
業
や
各
種
検
診
事
業
に

C
型
肝

炎
検
査
を
加
え
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

各
種
検
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
そ

そ
ぎ
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

陶
工
業
の
振
興

商
工
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
依

然
と
し
て
低
迷
し
経
営
そ
の
も
の

に
も
一
層
の
危
機
感
が
迫
っ
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
面
す
る
地

元
で
の
購
買
力
の
向
上
を
含
め
た

経
営
改
善
普
及
事
業
や
融
資
制
度

を
継
続
し
て
、
商
工
会
を
中
心
と

す
る
各
事
業
の
支
援
を
行
い
商
工

業
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
振
興
に
お
け
る
、
附
ク
ア

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
経
営
に
つ
い
て

も
、
依
然
と
し
て
減
収
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
設
で
あ
る
こ
と
に
理
解
を

求
め
な
が
ら
集
客
に
努
め
経
営
の

安
定
に
向
け
た
指
導
・
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

確
保
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

自
主
財
源
確
保
の
た
め
町
税
等
の

徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
も
地

方
財
政
全
体
の
財
源
不
足
対
応
や

公
債
費
償
還
増
な
ど
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
徹
底
し
た
事

務
経
費
の
削
減
、
恒
常
的
な
財
源

不
足
の
解
消
、
川
債
残
高
と
公
債

償
還
費
の
増
加
の
抑
制
を
財
政
運

営
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

ペ
イ
オ
フ
解
禁

現
在
に
至
る
預
金
等
の
保
護
は

預
金
保
険
機
構
に
よ
る
預
金
保
険

法
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
平

成
8
年
6
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

預
金
保
険
法
に
よ
り
金
融
機
関
が

破
綻
し
た
場
合
、
預
金
の
払
戻
保

証
を
元
本
1
千
万
円
と
そ
の
利
子

ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成
日

年
4
月
以
降
定
期
性
の
あ
る
預
金

に
つ
い
て
、
平
成
日
年
4
月
以
降

は
流
動
性
の
あ
る
預
金
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
は
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
各
種
公
金
も
そ
の

例
外
で
は
な
く
個
人
と
同
じ
扱
い

で
あ
り
、
今
後
地
方
公
共
団
体
に

は
自
己
責
任
に
お
い
て
金
融
機
関

を
峻
別
し
、
運
用
す
る
金
融
商
品

の
選
択
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
公
金
の
管
理
運

農
業
振
興

本
町
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
既
存
の
農
業
者

が
規
模
拡
大
に
よ
り
吸
収
し
て
き

で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
力

問
題
や
規
模
拡
大
に
よ
る
農
地
の

集
積
に
も
限
界
が
あ
り
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
農
地
の
遊
休
化
、

離
農
の

一
層
の
進
行
等
に
よ
り
地

域
農
業
の
維
持
発
展
が
難
し
く
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
適
切
に
対
応

し
、
本
町
農
業
の
振
興
に
は
、

①
人
・
担
い
手

ε

つ
く
り
対
策
(
担

い
手
育
成
事
業
)

②
農
地
流
動
化
対
策
(
合
理
化
事

世

情

)
③
労
働
支
援
対
策
(
農
作
業
受
託

事
業
)

④
新
規
就
農
者

・
中
核
農
家
の
経

首
改
善
対
策
(
経
営
改
善
指
導
事

業
)

以
上
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た

強
力
な
対
策
が
必
要
で
す
。

平
成
同
年
度
に
設
置
さ
れ
た
農

林
振
興
会
議
を
通
じ
て
、
各
農
業

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や
事
業

問
調
整
機
能
の
拡
充
に
よ
る
農
林

業
関
連
施
策
の

一
元
化
を
図
り
、

効
率
的
で
よ
り
高
い
効
果
が
期
待

で
き
る
農
業
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
が
将
来
の
最
重
要
課

題
で
す
。

効
率
的
か
っ
安
定
的
農
業
経
営

用
に
つ
い
て
は
、
預
け
入
れ
す
る

金
融
機
関
の
経
首
の
健
全
性
が
公

金
の
管
理
運
用
の
安
全
性
に
不
可

欠
な
観
点
か
ら
、
金
融
機
関
の
経

営
白
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
分
析
し
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
金
融
機
関
の
法
的
な

財
務
公
開
情
報
や
各
種
デ
l
タ
ー

に
よ
り
、
経
営
の
安
定
性
、
収
益

性
、
不
良
債
権
の
状
況
、
現
状
及

び
今
後
の
経
営
指
標
等
か
ら
デ
ー

タ
l
ベ
l
ス
を
構
築
し
、
公
金
の

安
全
確
保
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

町
や
つ
く
り
交
流

情
報
の
交
流

・
文
化
の
交
流

・

物
の
交
流
そ
し
て
人
の
交
流
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
最
も
重
要
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
町
民
相

互
の
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く

圏
域
や
遠
い
地
域
の
方
々
の
往
来

と
交
流
が
な
け
れ
ば
施
設
の
機
能

も
活
か
さ
れ
ず
町
の
活
性
化
に
も

結
び
つ
か
な
い
と
考
え
ま
す
。

役
場
内
に
お
け
る
検
討
会
議
を

既
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
引
世

紀
を
展
望
し
た
町
づ
く
り
の
想
い

と
過
疎
自
治
体
の
基
本
的
な
ス
タ

ン
ス
と
し
て
国
内
外
に
目
を
向
け

た
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
「
引

I
M
A
K
A
N
E
交
流
施

設
建
設
庁
内
連
絡
調
整
会
議
」
と

• • 
育
成
の
た
め
、
段
業
所
得
の
向
上

を
図
り
、
生
産
性
の
高
い
農
業
の

持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
使

命
に
、
組
織
活
動
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

第

5
次
今
金
町
農
業
振
興
計
画

平
成
凶
年
を
初
年
度
と
し
た
、

「農
業
経
営
体
質
強
化
」

「農
畜
産

物
の
安
定
生
産
と
品
質
向
上
」

「環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
農

業
」
「
経
蛍
管
理
能
力
向
上
」
「
農

作
業
事
故
防
止
対
策
」
の
5
項
目

推
進
の
基
本
事
項
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
な
る

η

力
強
い
今
金
町
農

業
を
目
指
す
u

『第

5
次
今
金
町

民
業
振
興
計
画
』
が
策
定
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

い
う
名
称
と
し
て
総
合
調
整
を
図

り
な
が
ら
事
務
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(]) 

自
治
会
活
動

分
権
・
自
立
社
会
の
町
づ
く
り

の
力
は
、
町
民
の
参
加
と
連
携
、

協
働
が
重
要
で
す
。
特
に
日
常
生

活
に
根
さ
し
た
自
治
会
活
動
は
人

口
減
や
高
齢
化
に
よ
り
年
々
そ
の

勢
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

新
し
く
構
築
さ
れ
た
自
治
会
連
合

会
や
民
生
児
童
委
員
協
議
会
に
よ

る
助
け
合
い
支
え
合
い
の
主
体
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

住
民
自
治
活
動
の
確
立
の
た
め
に
、

行
政
と
し
て
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健

・
福
祉
の
推
進

本
町
の
閃
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
鉛
%
を
超
え
る
に
至
り
、
加
え

て
少
子
化
、
核
家
族
化
、
女
性
の

社
会
進
出
等
に
よ
る
家
庭
で
の
介

護
力
の
低
下
や
医
療
費
の
高
騰
が

依
然
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。
町

民
の
「
で
き
る
だ
け
今
金
に
住
み

続
け
た
い
」
と
い
う
願
い
に
応
え

老
人
保
健
施
設
の
整
備
も
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
全
国
平
均
の
倍
以

上
の
施
設
入
所
率
と
な
り
、
結
果

と
し
て
高
額
な
介
護
保
険
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
に
お
い
て
は
、
国
内
外

の
政
策
に
起
因
す
る
輸
入
や
価
格

低
落
の
諸
問
題
、
関
連
民
間
企
業

に
起
因
す
る
諸
問
題
に
よ
り
、
か

つ
て
な
い
厳
し
い
環
境
下
に
お
か

れ
、
農
業
者
の
経
営
意
欲
が
減
退

し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
意
欲
を
持
っ
て
農
業
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な
農
業

振
興
諸
施
策
の
支
援
を
国
・
北
海

道
に
要
請
す
る
と
と
も
に
町
行
政

の
立
場
に
お
い
て
農
業
振
興
計
画

に
即
し
た
推
進
・
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
金
農
業
の
主
軸
を
成
す
米
の

生
産
調
整
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年

度
に
お
き
ま
し
て
は
7
ラ
ン
ク
中

5
ラ
ン
ク
に
位
置
し
、
昨
年
に
比

べ
4
・
9
M
の
転
作
面
積
が
緩
和

さ
れ
、
生
産
調
整
而
積
で

1
、
3

7
0

・
l
M
、
う
ち

1
2
9
・
6

M
の
緊
急
拡
大
分
の
配
分
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
す
。

耕
種
作
物
の
馬
鈴
薯
に
つ
い
て

は
、
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
確
固
た
る

確
立
に
向
け
て
生
産
労
力
の
確
保

や
作
付
面
積
確
保

・
品
質
向
上
が

課
題
で
あ
り
、

J
A
今
金
町
が
事

業
主
体
と
し
て
実
施
す
る
馬
鈴
薯

選
別
施
設
と
低
温
貯
蔵
倉
庫
を
は

じ
め
と
す
る
機
械
・
施
設
整
備
等

事
業
に
つ
い
て
も
推
進
と
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

(!) 



広
岡
産

・
林
業
振
興

B
S
E
(牛
海
綿
状
脳
症
)
対

応
を
含
め
、
ク
リ
ー
ン
農
業
の
基

本
に
立
ち
返
り
土
地
利
用
型
酪

由民

・
畜
産
を
目
指
し
飼
料
自
給
率

向
上
、
黒
毛
和
種
の
繁
殖
、
肥
育

の
産
地
化
を
図
る
た
め
、
地
域
内

一
貨
体
制
整
備
の
新
規
事
業
も
導

入
し
酪
農
・
畜
産
体
制
を
図
る
中

で
消
費
者
の
信
頼
回
復
に
向
け
た

推
進
・
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

林
業
振
興
は
、
昨
年
日
月
に
新

た
な
「
森
林

・
林
業
基
本
法
」
が

制
定
さ
れ
、
木
材
生
産
主
体
か
ら

森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発

締
政
策
へ
と
転
換
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
継

続
に
努
め
、
更
に
緊
急
地
域
雇
用

創
出
特
別
事
業
を
導
入
し
森
林
整

備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
村
整
備
・

生
産
基
盤
整
備

こ
れ
ま
で
に
計
画
さ
れ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
こ
れ

を
推
進
す
る
と
と
も
に
新
た
に
八

白
地
区
の
基
盤
整
備
を
4
年
計
画

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
日
進
地
区
水
道
改
良

の
道
営
事
業
採
択
に
向
け
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

公
共
土
木
事
業

道
路
の
整
備

・
維
持
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
意
見
・
提
言
や
安
全

ロ
教
育
行
政
執
行
方
針

(要
約
)

組
織
・
機
椛
改
革

今
金
町
教
育
行
政
の

一
一周
の
進

展
を
期
す
る
た
め
に
、
行
政
組
織
・

機
構
の
改
革
を
実
行
し
た
く
学
校

教
育

・
社
会
教
育
・
社
会
体
育
・

芸
術
文
化

・
国
際
交
流
な
ど
の
業

務
を
1
課
に
ま
と
め
、
よ
り
充
実

し
た
体
制
と
し
て
課
題
解
決
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
、
今
金
小
学
校
改
築
と

附
帯
す
る
施
設
の
盤
的
、
他
の
学

校
の
営
繕
管
理

・
教
職
員
住
宅
の

改
善
計
画
と
、
複
合
文
化
施
設
建

設
に
向
け
て
、
教
育
施
設
整
備
を

専
門
に
検
討
す
る
制
酬
を
設
け
、
相

互
連
携
を
図
り
、
生
涯
学
習
社
会

構
築
に
視
点
を
白
い
た
教
育
行
政

を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
金
小
学
校
改
築

平
成
凶
年
度
よ
り
仮
称

「今
金

小
学
校
改
築
検
討
委
員
会
」
を
学

校
長

・
P
T
A
代
表

・
識
見
を
有

す
る
者
で
委
員
会
を
梢
成
し
、
立

ち
上
げ
ま
す
。

町
内
の
児
童
数
減
少
の
推
移
を

考
慮
し
た
上
で
、
統
合
の
是
非
に

つ
い
て
、
保
護
者
の
意
向

・
地
域

の
意
向

・
地
域
の
教
育
カ

・
財
政

事
情
の
判
断
・町
村
合
併
の
動
向
・

統
合
を
可
と
し
た
場
合
の
校
舎
の

性
.
公
共
性
そ
し
て
事
業
効
率
な

ど
を
考
慮
し
安
全
で
利
用
し
や
す

い
道
路
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

住
宅
は
人
々
の
生
活
基
盤
で
あ

り
、
町
を
形
づ
く
る
基
本
要
素
と

な
り
様
々
な
視
点
か
ら
の
計
画
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
今
金
町
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
整

備
と
当
面
す
る
緑
団
地
建
て
替
え

に
向
け
た
測
量
調
査
を
実
施

・
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

町
営
住
宅
の
維
持
・
管
理
に
つ

い
て
は
、
緊
急
性
は
も
と
よ
り
快

適
性
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
考
慮
し

て
効
率
的
な
対
応
を
し
ま
す
。

O
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

国
は
、
医
療
制
度
改
革
大
綱
を

ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
懸
案

の
保
険
制
度
の

一
元
化
に
つ
い
て

は

一
定
期
間
で
結
論
を
得
る
と
さ

れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
ロ

ま
た
、
老
人
保
健
医
療
の
対
象

年
齢
を
段
階
的
に
符
歳
以
上
に
引

き
上
げ
る
と
し
て
お
り
、
刊
山
歳
か

ら
刊
歳
の
医
療
費
負
担
で
国
保
財

政
へ
の
影
響
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
周
や
低
所
得
者
層
の
多
い

国
保
は
、
制
度
の
抜
本
改
革
の
実

現
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
健
事
業
で
は
、
本
年
度
か
ら

脳
ド
ッ
ク
検
診
を
加
え
、
短
期
人• <t 

利
活
用
方
法
の
提
示
な
ど
を
、
慎

重
か
つ
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

学
校
教
育

こ
の

4
月
か
ら
新
し
い
学
習
指

導
要
領
が
全
面
実
施
と
な
り
、
各

学
校
で
精
力
的
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
授
業
時
数
や
教
育
内

容
の
削
減
に
よ

っ
て
、
児
童
生
徒

の
学
力
の
低
下
を
心
配
す
る
声
が

あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
教
育
内
容

の
厳
選
を
図
っ
た
上
で
、
繰
り
返

し
指
導
や
体
験
的

・
問
題
解
決
的

な
学
習
な
ど
、
き
め
の
細
か
い
教

育
活
動
を
展
開
。
さ
ら
に
、
自
ら

学
び
考
え
る
力
、
学
び
方
や
も
の

の
考
え
方
、
問
題
の
解
決
や
探
究

に
主
体
的

・
創
造
的
に
取
り
組
む

態
度
な
ど
を
育
成
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
あ
っ
て
は
、

町
内
全
て
の
学
校
で
実
践
を
終
え

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育

ま
ち
づ
く
り
と

一
体
と
な

っ
た

生
涯
学
習
社
会
構
築
の
実
現
を
め

ざ
す
た
め
に

「い
ま
か
ね
学
び
の

道
標
べ
H
第
2
次
社
会
教
育
中
期

計
画
」
を
策
定
し
、
実
践
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

生
涯
に
わ
た
る
自
己
の
啓
発
や

問
ド
ッ
ク
と
併
せ
、
積
回
阻
的
な
利

用
に
よ
る
疾
病
の
早
期
予
防
・
発

見

・
健
康
指
導
が
医
療
費
の
抑
制

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

介
護
保
険

制
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
早
く
も

2
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

ほ
ぽ
円
滑
な
事
業
運
営
が
な
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

mw
歳
以
上
の
第
I
号
被
保
険
者

の
保
険
料
は
、
昨
年
9
月
末
で
国

の
特
別
対
策
に
よ
る
軽
減
措
慣
が

終
わ
り
、
本
来
の
保
険
料
徴
収
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
保
険
料
は

3
年
ご
と
に

見
直
さ
れ
、
平
成
川
年
度
は
介
護

保
険
事
業
計
画
の
改
定
作
業
の
年

に
当
た
り
ま
す
。
当
初
計
画
に
比

べ
、
現
状
で
は
施
設
利
用
者
が
減

少
し
て
お
ら
ず
、
新
計
画
に
お
い

て
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
危
慎
さ

れ
て
お
り
、
在
宅
に
向
け
て
の
環

境
整
備
、
介
護
予
防
対
策
、
町
民

へ
の
意
識
啓
発
な
ど
幅
広
い
検
討

を
加
え
る
と
と
も
に
、
現
在
、
介

護
認
定
審
査
会
だ
け
の

4
町
共
同

設
置
か
ら
、
運
営
全
般
の
広
域
連

合
の
実
現
に
向
け
、
各
町
と
の
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

開
設
以
来
6
年
目
を
迎
え
、
在

向
上、

趣
味
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
精
神
的
な
些
か
さ
の
実
現

に
向
け
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
社

会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
積

極
的
に
生
き
が
い
を
求
め
並
か
な

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
あ

ら
ゆ
る
年
代
層
を
対
象
と
し
て
学

習
を
す
る
場
を
健
供
し
、
町
民
の

自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る

た
め
生
涯
学
習
講
座
等
の
機
会
を

摺
や
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

山
村
留
学

美
利
河
小
学
校
は
、
本
年
同
月

ロ
日
開
校
1
0
0
周
年
の
記
念
行

事
を
行
い
ま
す
。
山
村
留
学
制
度

は
ロ
年
が
過
ぎ
、
里
親
さ
ん
の
高

宅
復
帰
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て

の
役
割
を
意
識
し
利
用
者
の
ケ
ア

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
長
期
入
所

利
用
者
や
痴
呆
の
方
々
も
多
く
な

り
音
楽
療
法
等
を
導
入
し
た
リ
ハ

ビ
リ
体
制
を
充
実
し
、
心
身
機
能

の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
で
の
自
立
生
活
支

援
の
デ
イ
ケ
ア
の
推
進
に
向
け
、

職
員
研
修
の
充
実
を
図
り
、
よ
り

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
町
民
各
位
・ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
に
根
づ
い
た
施
設
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

国
保
病
院

医
療
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
病
床
種

別
を
現
在
の
「
そ
の
他
の
病
床
臼

床
」
を
、
療
養
病
床
か
一
般
病
床

に
区
分
け
し
た
中
で
、
平
成
何
年

8
月
別
日
ま
で
に
届
け
出
が
必
要

と
な
り
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
川
同
年
度
は
診
療
報
酬
の
改

定
年
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
2
・

7
%
の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
で

決
定
し
、
薬
価
・
医
療
材
料
を
医

療
費
ベ
ー
ス
で
1
・
4
%、
診
療

報
酬
本
体
で
初
め
て
1
・
3
%
の

引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
は

• ¥. 齢
に
よ
り
今
後
、
困
難
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
M
年

度
は
地
域
児
童
4
名
、
山
村
留
学

生
日
名
創
刊
川
名
程
度
を
想
定
し
、

運
営
し
て
い
く
予
定
で
す
。

教
育
施
設
の
設
備

各
小
中
学
校
長
よ
り
要
望
を
取

り
ま
と
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、

緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
実
値
し

て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
中
学

校
に
つ
い
て
は
築
初
余
年
の
経
過

の
中
、
小
規
模
修
繕
で
は
対
応
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
、
大
規
般
改

修
事
業
等
の
補
助
を
模
索
し
な
が

ら
計
画
的
な
改
修
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
住
宅
に
つ
い
て
は
で
き
る

だ
け
、
営
繕
に
努
め
て
参
り
ま
す

が
、
昭
和

ω年
代

-m年
代
の
建

築
が
多
く
、
今
金
小
学
校
改
築
の

動
き
を
見
据
え
た
中
で
建
替
え
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育

平
成
凶
年
度
よ
り
教
育
課
程
の

再
編
に
取
り
組
み
、
幼
稚
園
教
育

要
領
を
基
本
と
し
て
、
満
3
歳
誕

生
日
入
国
も
引
き
続
き
実
施
し
、

地
域
の
生
活
の
活
力
と
な
る
べ
く

生
涯
教
育
の
出
発
点
と
し
て
、
幼

児
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

医
療
機
関
の
収
入
減
と
な
り
、
国

保
病
院
に
つ
い
て
も
患
者
の
減
と

診
療
報
酬
も
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、

現
下
の
情
勢
を
厳
し
く
受
け
止
め
、

経
営
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
病
院
づ
く
り
と
安
定
的
な
病

院
経
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ω 

簡
易
水
道

昭
和
鈎
年
創
設
以
来
施
設
の
整

備
と
拡
張
を
経
て
、
近
年
よ
う
や

く
需
用
に
見
合
う
施
設
規
模
を
有

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、
水

道
行
政
は
こ
れ
ま
で
の
水
を
つ
く

る
だ
け
の
業
務
か
ら
水
を
保
護
し
、

水
を
育
む
視
点
か
ら
の
対
応
が

一

層
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
自
然
の
恵
み
で
あ
る
水

の
大
切
さ
を
も
う

一
度
見
直
し
、

水
道
供
給
事
業
の
円
滑
な
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
事
業

生
活
環
境
の
改
善
向
上
、
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
、
自
然
環
境

の
改
善
保
持
の
観
点
か
ら
平
成
何

年
川
月

一
部
供
用
開
始
に
向
け
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
工
事
中
で
す
が
、
今
後
は

下
水
道
加
入
促
進
の
啓
蒙
時
期
と

考
え
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
加
入
率
の
向

上
に
鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食

衛
生
管
理
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

等
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

常
に
安
全
で
美
味
し
い
給
食
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
食
材
は
、
米
の

み
で
な
く
、
条
件
が
整
え
ば
野
菜

類
も
地
元
産
品
を
積
極
的
に
活
用

し
、
子
ど
も
た
ち
に

「給
食
だ
よ

り
」
等
を
通
じ
理
解
と
愛
着
心
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
食
中
毒
の
防
止
は
重
要

課
題
で
あ
り
、
施
設
の
衛
生
面
は
、

年
次
計
画
で
排
水

・
床
修
繕
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
衛
生
に
は

充
分
気
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

国
際
・

圏
内
交
流
事
業

本
年
は
パ
|
ン
サ
イ
ド
高
校
生

の
受
け
入
れ
事
業
、
熊
本
県
へ
の

小
中
学
生
の
派
遣
事
業
を
予
定
し

て
お
り
、
異
な
る
地
域
や
人
々
と

の
交
流
を
通
じ
て
文
化
、
生
活
習

慣
な
ど
の
違
い
を
知
り
、
幅
広
い

視
野
と
活
発
な
行
動
を
も
っ
て
人

材
育
成
に
努
め
ま
す
。

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
各
年
代
層
に

応
じ
た
国
際
理
解
を
推
進
す
る
た

め
本
年
1
月
か
ら
デ
ビ
ッ
ト
先
生

を
招
へ
い
し
、
他
国
の
文
化
、
習

慣、

言
語
な
ど
を
学
び
、

今
金
を

見
つ
め
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
特

に
各
学
校
と
の
連
携
を
と
り
な
が

ら
学
校
交
流

・
団
体
交
流
等
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。



• 
一出
国

(単位万円)

公債費 片 O)ith

9官軍2041 1古車6，595 

(0.8%)1(""14.7%) 

8億9，52211億9，447

(その他の内訳)

議会費 8， 064方円

労働賀 160万円

・商工費 7，871方円

・予備費 500万円

《
民
生
費
》

対
前
年
比
例μ

・
6

%
と
減
少
し
て
い
る

い
る

の
は
、
平
成
M

年
度
か
ら
国
民
年
金

の
事
務
が
、

一
部
国

の
事
務
と
な

っ
た
の

が
主
な
要
因
と
な

っ

て
い
ま
す
。。

《農
林
水
産
業
費
》

対
前
年

比

l

o

-
-
4
%
と
伸
び
て

い
る
の
は
、
農
協
が

事
業
主
体
と
な

っ
て

い
る
馬
鈴
薯
選
別
財

蔵
施
設
の
援
備
事
業

等
の
道
補
助
金
が
約

4
館

2
千
万
円
あ

り
、
そ
の
窓
口
に
町

が
な

っ
て
い
る
の
が

主
な
要
因
と
な

っ
て

い
ま
す
.

《教
育
費》

対
前
年
比
、
同

・

6
%
と
伸
び
て
い
る

の
は
、
平
成
は
年
度

か
ら
行
っ
て
い
る
史

跡
ピ
リ
カ
遺
跡
保
存

整
備
事
業
で
、
今
年

度
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

の
建
設
工
事
故
が
主

と
な

っ
て
い

教育費

7億2，304

(10.6%) 

6億5，374

消防費

1億8，723

(""6.9%) 

2億119

土木費

6億5，067 

(9.4%) 

5億9，501 

E:fi首長著書置・鯨司自拘圃圃圃圃圃園

区分

平成14年度

(対前年比)

平成13年度

第

1
回
今
金
町
定
例
議
会
が
3

月
6
日
か
ら
行
わ
れ
、
平
成
M
年

度
予
算
が
、
日
日

・
日
日
に

一
般

会
計
、
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
凶
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

は、

一
般
会
計
が
総
額
日
億
3
、

0

6

3
万
円
と
昨
年
度
よ
り
4
億

4
、
0
7
5
万
円
、

8
・
5
%
の

伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
林
水
産
業
費
が
昨

年
度
よ
り
5
億
2
、
3
7
2
万
円、

I
o
-
-
4
%
増
え
て
い
る
の
が

大
き
な
要
因
と
言
え
ま
す
。

内
訳
に
つ
い
て
は
、
農
協
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
い
る
経
営
構
造

対
策
整
備
事
業
の
馬
鈴
薯
施
設
整

備
等
に
係
る
道
補
助
金
を
町
が
受

け
入
れ
、
町
か
ら
補
助
金
と
し
て

約
4
億
2
千
万
円
を
政
協
に
支
出

す
る
も
の
で
す
。

E缶百ijjJ;.~三EI;E・・・・・・・

《
国
保
事
業
》

対
前
年
比
7
・
2
%
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
老
人
医
療
費

へ
の
拠
出
金
の
減
額
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《老
人
保
健
事
業
》

対
前
年
比
ロ
・
3
%
と
伸
び
て

い
る
の
は、

平
成
は
年
度
に
入
り

入
院
の
楢
な
ど
に
よ
る
医
療
費
が

増
加
し
平
成
凶
年
度
に
つ
い
て

も
、
伸
び
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

た
め
で
す
。

《簡
易
水
道
事
業
》

対
前
年
比

ω
・
4
%
と
伸
び
て

い
る
の
は
、
稲
穂
地
区
に
配
水
管

を
整
備
す
る
の
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

百十

歳出
(前年対比)

56億3，063万円

8.5% 

42億5，608万円

0.6% 

7億6，527万円

lJ.7.2% 

9億4，447方円

12.3% 

5億4，902万円

.6.3.4% 

3億8，154万円

1.2% 

8億2，764万円

1.1% 

1億7，727万円

10.4% 

6億1，087万円

.6.4.6% 

98億8，671万円

4.9% 

分区

EE遅逼-監理E・・・・

ふ

lz
 計

業

A 
E 

事

A 
E 

般

保

~IJ 

国

特

(その他の内訳)

利子割交付金 1，235万円
。地方消置税交付金 6， 284万円

自動車取得税交付金 4， 675万円

地方特例交付金 1，854万円

交通安全対章特別交付金 129万円
分担金及び負担金、寄附金

1憶155万円

2， 057万円
1億811万円

500万円

主Q2.fJh盆皇ム園屋玄出企

老人保健事業

険

簡易水道事 業

公共下水道事業

介護老人保健施設

国保施設(病院)

{畢護介

‘ • 
ー国

財産収入
繰入金

繰越金

《
国
康
支
出
金
》

対
前
年
比
お
4
%

と
仲
び
て
い
る
の
は
、

ピ
リ
カ
辿
跡
保
存
盤
備

事
業
の
制
助
金
が
前
年

よ
り
約
3
千
7
百
万
円

附
唱
え
て
い
る
の
が
大
き

な
袈
因
と
な

っ
て
い
ま

す巴《
道
支
出
金
》

対
前
年
比
2
4
5
・

4
%
と
高
い
伸
び
率

と
な
っ
て
い
る
の
は
、

新
規
事
業
の
馬
鈴
薯
選

別
貯
蔵
施
設
の
整
備
事

業
に
伴
う
道
補
助
金
が

大
き
な
要
因
と
な

っ
て

い
ま
す
。

《
諸
収
入
》

対
前
年
比

ω
・
。
%

と
減
少
し
て
い
る
の

は
、
国
民
年
金
の
事
務

が
、

一
部
国
の
事
務
と

な
っ
た
の
が
主
な
要
因

で
す
。

《
町
債
》

対
前
年
比

η
・
5
%

の
伸
び
て
い
る
の
は
、

予
算
執
行
上
、
地
方
交

付
税
の
減
額
分
を
臨
時

財
政
対
策
と
し
て
約
2

位
4
千
万
円
を
借
り
入

れ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
た
の
が
主
な
要

因
と
な

っ
て
い
ま
す
.

平成13年度

51億8，988方向

A 
口総

-河川維持事業外 1<f.l1.;lw')JI 
I都市計画費】....'2， 830万円 ! 【中学校費1 ・0・・・・ 205万円

[補助 2， 000万円 単独 205万円]

後志利別川緑地運動公園造成 :・教員住宅屋根塗装事業外

事業外 ! 【社会教育費】・・1億4，985万円
[単独 830万円 補助 1億3，742万円]

公園遊具補修事業 ! 。ピリ力遺跡保存整備事業外
後志利別川緑地運動公園造成 単独 1，243] 
事業外 i ピリ力遺跡保存整備事業外
【住宅費】・・.....'2， 265万円 : 【保健体育費1 ・・306万円

[補助 2，265万円 単独 306万円]

・公営住宅建替事業外 l 学校給食施設整備事業外

w 

道路維持補修事業
防雪柵設置取外し事業

町道防じん処理事業
雪寒機械購入事業

青木高台線特改 1種事業

神丘 7号線特改 1種事業
.第 2南線特改 1種事業

-オランダ線特改 1種事業

ー青木綿耳雪害防止事業
・高美線特改 1種事業

道路改良一般事業
【河川賞1・・・・・・ ー.4∞万円
[単独 400万円]

Hl鼠還.
【道路橋りょう費

2億7，441万円 J

[補助 1憶214万円]
雷寒機械購入事業 ; 

ー青木線凍雪害防止事業 1 

・高美線特改 1種事業 ， 
[単独 1億7，227万円

J図宣置盈酒
; 【商工費]... ーー・・787万円

単独 787万円]

ピリカスキー増幸道施設整蝿垂託料

ー八白地区担い手育成土地改良

総合整備事業
農業農村整備慨測事業
【林業費1 ・ ・7，759万円

[補助 6，627万円]

公費造林促進事業
除間伐奨励事業
造林事業タト

・普通林道新御影線開設事業

[単独 1，132万円]

・造林作業(作業路等)事業外

普通林道新御膨線開設事業
経宮林道翼利河橿川線改良事業

用水路施設維持菅理事業

・土地政良施設維持晋理適正化事業

住中農道防じん処理事業
[圏直稽 7，356万円]

・園宮北楠山右岸地区かんばい車業
国営東部地区農地開発事業

国営車部地区災害復旧事業

[負担金 2億758万円]

豊金地区農道特別対策事業
団代地区担い手育成基盤整備事業

.国代軍2地E担い手育成基盤整融事輩

今金北地区中山間総合整情車業
今金南地区中山間総合整構事業

E翠亙亙温 I医霊童亙.
【総務管理費1・・0 ・・1，392万円 ! 【保健衛生費1.・ 573万円 !

[単独 1， 392万円 ; [単独 573万円

庁舎屋上防水事業 l やすらぎ苑火葬炉改修事業外 ;
技能者会館解体事業 ! 

・花石生活館窓改修事業外 ; 1霊王~翠韮濁
町民センター 2階床改修事業 l【農業費】 ー . .7億2，375万円 (

町民センター施股維持補惇事業 補助 4憶2，536万円

-経宮構造対策(経営体質強化 i
施設)整備車業 l 
[単独 1，725方円

・畜産環境保全施設整備事業 l 

畜産機械共同化推進事業 ; 

図歪蜜函
【社会福祉賢】・・・・・・・511万円

[単独 511万円]

-社会福祉法人光の里償還車業

ぐり



精密;I脳ドック検診
を受けましょう

「合金町国民健康保険被保険者」で

満40歳以上の皆さんへ

今金町国民健康保険では、新たな事業として、今年度より精密脳ドッ

ク検診を開始いたします。

精密脳ドックは、 MR1 (脳の断層撮影) MRA(脳の血管撮影)検査

などの新しい診断装置を使用し、脳腿療、脳梗塞、クモ膜下出血の原因と

なる脳部J脈癌などの恐ろしい脳の病気が発生する前に発見し、 早期予防、

早期治療を目的とした検査です。

。

， 

• • E罫置冨E蓮沼詩E圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

今金町国保病院

lilIIII園田園田正圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

l受付人数及び申込み期限 目 毎週火曜日・木曜日の希望される臼

l主ヨE当圃益圃藍圃圃圃圃圃園田園圃圃圃圃圃圃圃圃圃
-上半期(5月"'9月) 20名

・受付/平成14年4月15日(月)"'25日(木)まで

※定員になりしだい締め切らせていただきます。

下半期(1 0月 ~3 月)については、 9月号広報紙でお知らせします。

受診できる医療機関・実施日時 I 

1 市立函館病院

・毎週/月曜日~金曜日(各 1名) 午前8時30分~

・検診日/確定上半期 6 月 3 日~ 14日(10名)

2 函館中央病院

・毎週/月曜日(1名)、水曜日(3名)、金曜日 (3名)

午後 1時30分~

3 函館五稜郭病院

・毎週/火曜日 (2名)、水曜日(2名) 午前7時30分~

※受診料の5.000円は、保健福祉課国保係から送付された受診券

といっしょに病院で支払ってください。

・医療機関の選択・交通手段

病院は選択可能です。検診病院、日程が決まりしだい、病院から連

絡があります。病院へは個人で自家用車、パスや JR等の交通機関

を利用して行くことになります。(交通費の助成はいたしません。)

「短期人間ドックJ. r精
密脳ドック検診」の申込

①呼吸器検査 ②心電図検査 ③胃腸検査(胃

カメラ ・胃バりウムの選択可) ④肝・勝機能

検査 ⑤脂質検査 ⑥糖尿病検査 ⑦腹部超音

波検査 ⑧尿一般検査 ⑨腎機能検査 ⑩血液

一般検査 ⑪眼底検査 ⑫聴力検査

ーーー検診料内訳ーー

検診総額 36，750円

国保負担 31，750円

自己負担 5，000円

|受診者年齢階層・男女別人数 (平成14年3月iIll日現在!I

• • 
《留意事項》

・ベ スメー力ーや刺激電極な

どを身につけている方。

-脳動脈ウリップや人工関節な

どの金属が埋め込まれている方。

・妊娠、または妊娠されている

可能性のある方。

・閉所恐怖症など、狭いところ

が苦手な方。

短期人間ドック

「舎金町国民健康保険被保険者」で

満30歳以上の皆さんへ

受診された方につ

きましては、保健師

が検査結果をもとに

個々にあった健康相

談 ・指導をグループあるいは家

族単位でも行います。プライパ

シーは完全に守られていますの

で、どうぞお気軽にご相談下さ

。
、Aし

.臨調t稲議事吾E副駈~'f;:監理e~'1fi~ヨr..，;;開沼田己~".

|検査項目別判定結果 (平成ifl年2月お日現在1

下30~50歳代の受診者増える!

昨年のご案内で特に30・40歳代の方に受診を呼

びかけたところ、平成12年度の 2人に対し平成13年

度は 8人に増えています。50歳代についても 5人

からは人と 9人増え、健康管理に対する意識の高揚

が図られたのではないでしょうか。

また、 2月28日現在の判定結果から、44人中「異

① 

常なし」と診断されたのはで10人、「要指導Jが17

人、 「要医療」が17人と、何らかの異常が発見され

た人は77%と高い数値になっています。

「短期人間ドック」は疾病の早期発見・早期治療

をするための第一歩です。日頃健康と思っている

方もぜひ一度受診されてはいかがですか

Cむ



い
ま
こ
そ
若
い
力
で
!

農
業
の
後
継
者
に
叩
人

平
成
同
年
度
農
業
後
継
者
就
政

証
書
交
付
式
並
び
に
激
励
会
が
2

月
初
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
新
た
に
凶
人
の
農
業
後

継
者
が
就
農
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。今

年
度
の
槍
山
管
内
新
規
就
践

者
は
げ
入
、
そ
の
う
ち
同
人
が
今

金
町
と
後
継
者
不
足
で
高
齢
化
が

進
む
中
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

股
業
の
振
興
に
大
き
な
期
待
が
か

か
る
と
こ
ろ
で
す
。

就
段
証
書
を
受
け
取
っ
た
新
規

就
践
者
を
代
表
し
、
字
八
束
の
村

瀬
好
亮
さ
ん
か
ら
「
今
金
町
山
刷
業

振
興
の
た
め
農
業
に
専
念
し
ま

す
。
」
と
力
強
く
宣
誓
書
が
読
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
規
就
践
者
は
次
の
同

人
で
す
。
(
敬
称
略
)

-
大
場
開
H

人
(
父
・
誠

二

白
石

・
水
口
卓
思
(
父
・
仁
)
八
束

・
小
池
弦
徒
(
父
・
直
一一
)
八
束

・
村
瀬
好
亮
(
父
・久
男
)
八
束

・
町
河
陸
理
(
父
・
進
)
神
丘

・
長
谷
川
義
明
(
父
・
三
郎
)
御
影

・
村
本
智
之
(
父
・照
光
)
回
代

・
本
塚
直
行
(
父
・正
美
)
国
代

・
鎌
田
孝
俊
(
父
・
裕
)
稲
穂

省
吾
(
父
・富
男
)
種
川

上
回

d 

• • 

子
ど
も
た
ち
に
夢
与
え
る

ソ
ル
卜
レ
ー
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の

鈴
木
寛
選
手
、
帰
町
講
演

こ
の

2
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ル
ト

レ
l
ク
シ
テ
ィ
ー
を
会
場
に
行
わ
村

た
第
内
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

J
h
f、
ヂ
競
技

大
会
で
、
ボ
ブ
ス
レ

l
競
技
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
し
て
出
場
し
た
鈴
木
究
選

手
の
税
演
会
が

3
月
M
目
、
老
人
補

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
一
た
。

会
場
に
は
小
学
生
や

一
般
町
民
な

ど
多
数
詰
め
か
け
、
少
し
紫
現
ぎ
み

の
鈴
木
選
手
は
約
1
時
間
、
ポ
ナ
ス

レ
I
を
始
め
た
き
っ
か
は
一や
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
っ
た
経
緯
な
ど

詳
し
く
話
し
て
い
ま
し
と
。

鈴
木
選
手
は
恥駅
伝
β
円

レ
ハ
ン
メ
ル
(
同
位
)
、
川
町

年
の
長
野
市
位
)
弘
ぞ
し

て
今
回
の
ソ
ル
ト
渉

l
ク

シ
テ
ィ

l
(合
一人
乗
お

チ
ー
ム
中
引
位
日
4
人
乗

お
チ
1
ム
中
初
一位
)
と
お

歳
に
し
て

3
大
広
連
続
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

鈴木寛九(満28歳)

千葉県市川市に在住.出生

地今金町字八束25番地.

出身枝八東小学校今金

中学校、室蘭大谷高枝、仙

台大学.

勤務先平成 8年 4月にグ
ローパリ一株式会社に入社

し現在に至る.

て
い
ま
す
。

今
日
の
感
想
は
?

「
思
う
よ
う
に
話
せ
な
か
っ
た
が
、
町

民
の
皆
可
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た

な
いり
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

&た。4
年
後
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
は
っ

「4
年
後
、
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
で

行
わ
れ
る
冬
季
五
輪
大
会
を
目
指
し

ま
す
が
、
ま
ず
一い
出
場
権
を
得
る
た

め
全
自
本
の
大
会
に
全
力
で
挑
み
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ヲ
ガ

ν
i競
技
は
氷
上
の
引
と

呼
ば
れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
経
験
を
積

め
ば
積
む
ほ
ど
技
術
が
向
上
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で

2
人
乗
、

4
人
乗
の

2
種

目
に
優
勝
し
た

F
、イ
ツ
チ
!
ム
の
パ

イ
ロ
ツ
ヘ
ー
ズ
ン
ゲ
選
手
は
な
ん
と

判
歳
。
鈴
木
選
手
も
こ
の
ま
ま
経
験

を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
世
界
の

ト
払ノ
プ
に
な
る
日
も
そ
う
速
く
は
な

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

|商工業後継者にも就業奨励金 I 

E語幸i!iI凋同匝軍司

従事することになった日から 3年を経過した

日以降に申請することができます。

ただし、申請事由が発生してから 1年を超え

ると申請することができません。

※届け出をしておく必要があります。

7 0万円

100万円

鼠定ヨE.~I]j.刊誼掛悶

・独身者

・配偶者を有する者

平成6年度から農業後継者に対し交付されて

きた就農奨励金が、今金町産業後継者育成就業

奨励金として商工業後継者にも範聞を広げ交付

されることになりました。

これは、産業後継者の確保を図り、 地域産業の

活性化に寄与することを目的としています。

この奨励金を受けるには、届け出と申討jが必

要となります。

町民の生命と財産を守り続け定
故青木隆さん1;::叙勲

ピリ力ふれあいスポーツ交流会

昨年より 159人少ない参加者

産業後継者の定義
「町内股林商工業者の圭量生で 後継者として新たに町
内において政林商工撲に従事することとなる者」ただ
し、 rJi品業法人については構成員の子弟、商工業の法人
については経営者の子弟に限るJ

E霊動f，fij;~'"
対象となるのは、平成14年4月 l日以降町内

で新たに農林商工業に従事する方。届け出は従

Z拝することになった日から 6カ月を経過したl時

点からできます。

.届け出から申請までの流れ.

申錆事由が発生して
'から、 1年を超えると
申請ができません.

事由発生後 1年経過

農林商工業に
従事すること
となった日

にご7士て士=ご1 30日以内
./"1交付央町一一一一一一→ |就業奨励金の交付|

りである | 
/ 30日以内
¥¥ | 

適当でない戸ーよ一一「
、 閣下通州

従事してから
3年を経過

従事してから
6力月を経過

38年の永きにわたり消防団員として尽力され、町

民の生命と財産を守り続けた、故i守木隆さん(享年62

歳)が叙勲を受け、御霊前で妻の和子さんが受け取り

ました。

青木さんは昭和38年 1月に今金町消防回の団員と

なり、平成元年には槍山広域消防組合今金町消防団

(昭和49年4月 l日槍山広域消防組合設立)の部長、

平成6年4月には分団長、平成8年4月には司l団長、

平成10年6月からは団長として幾多の火災、災害活

動の指揮にあたり被害を最小限にくい止めるなど、

献身的に尽力されました。

団員の訓練育成では、人絡、知識、技術、体力とも

に優れた消防人でなけらばならないとし、率先して

指導にあたられました。

消防力の強化では、過疎化に伴う団員高齢化及び

団員定数の確保を各方面に訴え続けましたが、困難

な状況にあることから、団員の負担を軽減するため

消防設備の充実強化に尽力されました。

また、平成13年に

消防庁長官から永年

勤続功労掌を受ける

など、数多くの勤続

輩、功績草を受けて

います。

• • 

第12回ピリカふれあいスポーツ交流会が

2月24日、ピリカスキー場、ピリカ遺跡歩く

スキーコースを会場に行われ、町内外から

282人が集まり交流を深めました。

ピリカスキー場を会場として行われた、

アルペンスキー・スノーボード競技には135

人が参加。ピリカ逃跡歩くスキーコースを

会場とした歩きスキー大会には147人が参加

しました。|障害者スポーツ大会のため昨年

より 1週間日程がずれ込んだこともあって

か、両競技とも昨年より大きく下回る参加

者となりました。

J11 大盤
OQ) 

」れまで行われてきた農業後継者育成プレゼン卜等条例は、廃止されることになります。

@ 



バイキン
に大満足

広がれ美利河の和

山村留学生美利河を後|こ・

町
教
育
委
員
会
の
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
成
同
年
度
の
年
間
指

導
計
画
に
今
年
度
初
め
て
バ
イ
キ

ン
グ
給
食
を
盛
り
込
み
3
月

5

目
、
神
丘
小
学
校
(
校
長
・
高
橋

勝
保
、
児
童
日
人
)
で
実
施
し
ま

し
た
。給

食
を
始
め
る
前
に
、
同
セ
ン

タ
ー
の
森
学
校
栄
養
職
員
か
ら
食

事
の
マ
ナ
ー
や
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
食
物
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
バ
イ
キ
ン
グ

給
食
。
今
か
今
か
と
心
待
ち
に
し

て
い
た
児
童
。
黄
色
・
赤
色
・
緑

色
に
分
類
さ
れ
た
料
埋
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
選
び
皿
に
取
り
分
け
る
機
子

は
と
っ
て
お
楽
し
そ
う
。

サ
バ
の
味
噌
煮
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
は
苦
手
な
児
童
が
多
い
よ
う

で
、
数
多
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
お
代
わ
り
が
自
由
と
あ

っ
て
、

何
度
も
お
代
わ
り
す
る
児

童
や
、
嫌
い
な
料
理
に
挑
戦
す
る

児
童
も
お
り
ま
し
た
。

給
食
後
に
は
、
栄
養
計
算
表
に

食
べ
た
料
理
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

各
自
計
算
し
記
入
す
る
作
業
が
待

っ
て
い
ま
し
た
。
後
日
、
栄
品
質
職

員
の
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
分
析

結
果
が

一
人
ひ
と
り
に
配
ら
れ
ま

し
た
。今

回
の
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
で

神E小学校児童が体験

、

d 

• 

雄大な自然を活用した体験学習を行っている美

利河小学校で、5人の山村留学生が美利河の里と

お別れをする山村留学証明書授与式が 3月21日行

われました。

山村留学協議会の旋回儀一会長から一人ひと り

に証明啓が手渡され、児童から 「美利河での楽しか

った経験は一生忘れません。」と地域の入、先生、

里親に感謝の気持が伝えられました。 中にはこら

えきれずに涙ぐむ姿も見受けられました。

山村留学で巣立ってい く子供達が大きく成長し、

再び美利河の里に訪れてくれることを楽 しみにし

たいものです。

企 1料理につき全員分は

屯いので、珪の人のことも

考えているようです.

は、

1
食
分
の
2
2
2
円
で
は
賄

え
な
い
た
め
3
食
分
の
食
費
で
賄

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
準
備
に
は

人
手
も
必
要
と
な
り
、
米
飯
給
食

以
外
の
日
に
日
程
を
設
定
す
る
な

ど
、
大
規
模
校
で
実
施
す
る
に
は

課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
回
も

同
セ
ン
タ
ー
か
ら

3
人
の
職
員
が

準
備
に
挑
わ
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
凶
年

度
に
つ
い
て
も
小
規
模
絞
で
2
・

3
校
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で

す。
バイキング料理とはつ
各種の料理を並べ、好みによって自由にとり

わけて貴べる型式の食事.ホテルなどでよくこ

の型式で行っているのを見かけます.

広辞苑によると パイキング料理のバイキン

グとは8世紀撞半から11世紀前半にかけて、ス

カンディナおよびデンマ クから海洋を遭って

ヨーロッパ各地に檀こうした北ゲルマン躍のこ

と.この族たちが略奪した料理をテ ブルいっ

ぱい並べ、好きなものを好きなだけ食べまし

た.

帝国ホテルが、日本で初めてこの型式を取り

入れ「パイキング料理Jと名付けられました.

[山村留学担了児童】

大鴫置くん何年、霊知県) 久保図江主罰さん(6年霊知県}

小笠原彩香さん何年青森県) 上原借入〈ん(5年、神奈川県)

福略耳ノ術くん (3 年江~Ij市)

た。

!庭田祐亮さんはUIT内字種川できの

こ栽培を手掛けている 「きのこ屋田

井中」へ下宿生活をしながら通勤す

ることになりました。

3 人は国の~i議場適応訓練制度 (6 カ月 ~ l 年間の条

件っき)により働いた後、労使の合意に至った場合正

式に就職することになります。

町で見かけたら、iAtかい声をおかけください。

.U台谷のぞみさゐ

合金高等養護学校の卒業生

今金町に住みます
開校以来41人の卒業生を送り出し

ている北海道今金高等養護学校(校

長 ・虎尾剛哉) で3月9日、 卒業式

を迎え22人が新たな人生へ旅立って

いき、その中から 3人が今金町に住

むことになりました。

3月号広報Iみんなのひろば」で作

文を紹介した飴谷のぞみさん、西口

あきほさんの 2人は、町内の住宅で

共同生活をしながら長万部町字国縫

の水産加工会社(倒マタツ水産に会社

のパスで通勤することになりまし

組理臨
O平成14年度の国民健康保険 :0転職、退職、結婚など、

料額は据え置かれます 1 生の節目は年金の節目

平成14年度(平成14年4月分~平 「種別変更」の手続きをお忘れ 【手続き】

成15年3月分)の国民年金保険料は、 l なく ・退職などにより第 l号被保険者に

平成13年度と同額のは 3∞円です。 国民年金は、日本に住む20成から (該当する場合は、自分で役場町民税

60歳までの全ての方が加入する制度 年金窓口で手続きをしてください.

です。 ・会社に就職(第 2号被保険者に該

国民年金の加入者は、下記の 3つ 当)した場合は、会社が手続きをしま

の「種別」に分かれており、転職、退 :す。

峨、結婚などにより、加入の種別が l 自分で手続きをする必要はあ りませ

変わる場合には、その都度手続きが l んが、事業主へ年金手帳(基礎年金需

必要です。 号通知書)を提出してください。

:・第3号被保険者に該当する場合の

l手続きは、配偶者(第 2号被保険者)

の勤務先の事業主を経由して、第3
号被保険者に朕lする届け書社会保険

事務所へ提出していただきます。

被保険者の方は、まず、事業主へ届

け出をしてください。

からのお知らせ

設
立
お
周
年
迎
え
る

今
金
町
商
工
会
青
年
部

、• 
明者(年収が130万円未満の配偶者)人

@ 

村町商工会青抑制~~周年記念式典

• 
ヨ町

た。
商
工
会
宵
年
部
は
、
「
ジ
ャ
ン

ボ
風
車
よ

っ
て

こ
い
ま

つ
り
」
、

今
金
八
幡
宮
例
大
祭
で
の
山
車

(背、栄
山
)
遂
行
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た

「ひ
だ
ま
り
」
で
の

イ
ベ
ン
ト
、

「い
ま
か
ね
雪
ま
つ

り
」
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
、
町
を
盛
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

福
祉
活
動
や
環
境
美
化
運
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
町
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

※手続きの際には、年金手帳(基礎年

金番号通知書)が必要です.

匿工豆亙亙園
自営業者、学生などとその配偶者(第

2号、第3号被保険者に該当しない

。方)

匡正豆醒園
;会社員や公務日(厚生年金、共済組合

に加入している方)

匿豆亙亙園
p 第2号被保険者に扶養されている配

0お得な前納制度をご利用く

ださい

前納は、前もって、 1年間分また

は一定期間分の国民年金保険料をま

とめて納めることにより割引される

お得な制度です。

毎月金融機関などに納めに行く手

聞が省け、納め忘れの防止にもな り

ますので、ぜひご利用ください。

なお、平成14年4月に国(社会保険

事務所)から発行される納付舎には、

前納用の納付告がついています。

平成1'1年度の保険料 l年間分(平

成14年4月分~平成15年3月分)を

前納する場合、納付期限は平成14年
4月末日です。

@ 



給
食
標
語
作
文

文
部
科
学
省
で
は
、
毎
年
1
月
剖
日
か
ら
初
日
ま
で
の

1
週
間
を

「全
国
学

校
給
食
週
間
」
と
し
、
給
食
の
意
義
、
役
割
等
に
つ
い
て
児
童
生
徒
や
教
職
員
、

保
護
者
、
地
域
住
民
等
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
よ
り
一
層
の
充
実
発
展
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
金
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
こ
の
主
旨
に
基
づ
き
、
各
小
学
校
か
ら

標
語
・
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
作
文
が
日
点
、
標
語
が
刊
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
次
の
口
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

入
賞
者
の
中
か
ら
作
文
の
部
で
金
貨
を
受
賞
し
た

2
人
と
、
標
語
の
部
で

金
・
銀
・銅
賞
に
入
賞
し
た

6
人
の
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
で
紹
介

盟国
お

神 し
丘 い
小よ
A込J
子二

校 も
り

2 も
年 り

み
須 ん
固 な

で
佳
輝食

" ょ
っ
ね

園田園盟iE
献 i い |学
守 i た i年

八表!今だ iの
貰 i金 き i部
小 み i小 ま 1-::;'

ま S iZ す I ~

didjz 
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よ
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給
食

金 は
原
小栄
学 養
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占

6 
年元

気
菊 の
I也み
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嗣
岡
阿
国
四

・
低
学
年
の
部

(
1
1
3
年
生
)

闘
闘
国

「
き
ゅ
う
し
ょ
く
セ
ン
タ
ー
の
み

な
さ
ん
へ
」

今
金
小
学
校2

年

田
中、l

愛
未

い
つ
も
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を

作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
で
も
ち
ょ
っ
と
だ
け
、

き
ら
い
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
す

き
な
ご
は
ん
だ
っ
た
ら
、
食
べ
ら

れ
る
し
、
い
つ
も
お
っ
ゅ
は
ち
ゃ

ん
と
の
こ
さ
ず
の
め
ま
す
。
わ
た

し
の
す
き
な
ご
は
ん
は
、
わ
か
め

ご
は
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
え
い

よ
う
い

っ
ぱ
い
の
こ
は
ん
を
い
っ

ぱ
い
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
き
ゅ
う

し
ょ
く
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん

は
、
朝
早
い
の
か
な
?
わ
た
し
は

も
し
か
し
て
、
ね
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、
家
で
は

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
も
学
校
の

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
時
、
だ
っ
た
ら
み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
、
き
ゅ
う

し
ょ
く
の
、
ピ
ー
マ
ン
も
、
ど
ん

ど
ん
い
つ
の
ま
に
か
食
べ
て
い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
に
つ
た
え
た
ら
、

お
母
さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
、
び
っ

く
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お
母
さ
ん
も
、
学
校
に
、
行
っ
て

食
べ
て
み
た
い
な
!
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
き
ゅ
う
し
ょ
く
セ
ン

タ
ー
の
中
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
見
て
み
た
い
で
す
。
わ
た
し

よ
り
も
っ
と
大
き
い
お
な
べ
は
、

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ふ
つ
う
の

ほ
う
ち
ょ
う
よ
り
も
っ
と
大
き
い

ほ
う
ち
ょ
う
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
き
ゅ
う
し
よ
く
と
う
ば
ん
は
、

大
す
き
で
す
。
き
ゅ
う
し
ょ
く
の

時
お
つ
ゆ
や
お
か
ず
な
ど
は
こ
ぶ

の
が
大
す
き
で
す
。
わ
た
し
は
、

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
る
の
で
、
お

い
し
い
ご
は
ん
を
い
っ
ぱ
い
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
は
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
ご
は
ん
を
の
こ

さ
ず
、
ぜ
ん
ぶ
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ち
ゃ
ん
と

き
ら
い
な
も
の
を
食
べ
ま
す
。

き
ゅ
う
し
ょ
く
セ
ン
タ
ー
さ
ん
い

つ
も
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
、
作
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

「¥名古屋コ チン(路)を使った料理(聾予約)
を堪能しゆっくり温泉でくつろぎませんか。
してみませんか。

小鳥のさえずりを聞きながらさわやかな
汗をかいてみませんか。

.日間り入浴料/大人360円大人(中学生)
310円・中人150円。小人(6歳未満)無料
.宿泊料/大人5.950円・大人(巾学生)5. 8仙
円中人5.380円・小人4.850円
※4月30日までの聞は別途暖房料として310
円がIJ日耳されます。
・問い合わせ先/八雲町商工組光労政課

'B"01376-2-2111 内組342
・予約/町世温泉おぽこ荘 廿o137u-3-3123 

-プレー代/ 1回券 高校生以上300円中
学誌以下 70段以上100円
1日券・0・高校生以上則。円、中学生以下ー70歳

以上200円

・問具佐用料/クラブーポ ル一式200円
・回数券/12ラウンド用3.000円

・問い合わせ先ー申込先/北倫山田「企画尚工
観光課目01378-4-5111

北楠山グリ ンパク百01378-0-0530

~;-
F竺';ri 瀬棚町

パl itrm初 問中!
『臨み」幽 パール

北梅追加Jの酒造り好適米の初年で醸造した時
曲面 liËij~みjの生生パーγ ョン(非加熱\'4!理)
が3月3日より各酒販屈で発売されておりま
す。時間をかけて醸造した時様酒「花埋み」は寄
り向い風味とスッキりとした飲み口が特徴で
す.またお土産や贈り物にぜひご利用くださ

.価終/1花樫みJJ. 8 ~i 入3.000円、 720 ~リ日 入
!. 650円
f時子物価J1. 8'11.入2.500円7Z0VU入1.350 
円 300まりは入500円
・問い合わせ先/瀬岡町田販広組合(事務局
商工会)'5'0 1378-7-3435 

し
た
。

今嗣 今間
金臨』 金臨週
小臨調小陪耳
学園 学園

校校 望号
τ .... 

~静かな山幌町揖宿~

Z町営温泉おぼこ荘』

町八北槍山町
『北槍山パークゴルフ犠J4月20日

オーブン (予定)
3 
年

3 
年

西
村
光
樹

尾
崎
友
香

今盟闘言
ム民間 品

示日園寺
5学 J の

Lミ
年校 て 費

~ 4 

6 
年
生

織
田

華
菜
子

学
校
か
ら
給
食
の
献
立
表
を
も

ら
っ
て
き
て
お
母
さ
ん
に
渡
す

と
、
「
お
い
し
い
そ
う
な
献
立
だ

ね

、

お

母

さ

ん

も

食

べ

た

い

な
あ
。
」
と
言
い
ま
す
。
い
つ
も
同

じ
事
を
言
う
お
母
さ
ん
。
そ
し
て
、

「

お

母

さ

ん

遠

の

時

の

給

食

は
・・

・
。
」
と
、
お
母
さ
ん
の
子

ど
も
の
こ
ろ
の
話
が
始
ま
り
ま

す
。
毎
日
コ
ッ
ペ
パ
ン
と
牛
乳
と

汁
物
だ
っ
た
の
で
、
た
ま
に
ご
飯

も
食
べ
た
か
っ
た
と
か
、
い
つ
も

残
し
て
い
た
と
か
・
・

・
あ
ま
り

良
い
思
い
出
は
な
い
よ
う
で
す
。

お
母
さ
ん
は
前
に
、
給
食
の
試

食
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

• • 
NO.48 
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町成大町
ひらたない温泉 『あわびの渇 』

石貫長r』
~

b
E

b
-
-
(
M
l凶
副
司
。

田
園
田
F

，S
闘

E
W

--，

向M

・
E

・

部

は
制

万

四叩
一細

長
議

す
。
実
際
に
私
達
が
食
べ
て
い
る

の
と
同
じ
給
食
を
食
べ
た
そ
う
で

す
。
お
い
し
い
し
、
食
器
も
す
て

き
だ
し
、
デ
ザ
ー
ト
も
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
が
給
食
を
食
べ
て

い
た
こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
今
の
給

食
は
、
ご
飯
も
出
る
し
、
お
か
ず

も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
私
達
は
、

今
の
給
食
が
当
た
り
前
に
な

っ
て

し
ま
っ
て
い
る
し
、
ぜ
い
た
く
に

な
っ
て
い
る
の
か
な
あ

・
・
・

と

思
い
ま
し
た
。

き
ら
い
だ
か
ら
食
べ
な
い
、
残

す
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
は
、
だ
め
だ
と
思
い

ま
す
。
食
料
不
足
で
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
達
が
亡
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
私
達
は
知
っ
て
い
ま
す。

‘-~ 

過コリドー版}最初トワーワ構報
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図民宿舎 『あわび山荘』

貝取澗渓谷の雄大な自然に抱か
れているようなおもてなし、温泉

と美味しい郷土料理で心も体も

ゆっ たりとリラックスできるひと

ときをお約束します。

圃場所/大成町字貝取澗

・ 宿泊料/7，100円あわび鍋な

どの特別料理もあります。

圃問 い 合 わせ先/あわび山荘

包 01398-4-5522

cro 

「あわびの里熊石jのテーマ館的施設

=あわびの楊j

ロビ 壁面や浴槽などをアワビにこだ

わった禍泉です。

古い漁家を再現した囲炉裂のある休憩

所では、新鮮なお寿司をご賞味いただけ

ます。

圃営業時間/午前 9時~午後9時

(年中無休)

・入浴料/大人450円、小人200円

・問い合わせ先/ひらたない荘

UOI398-2-3330 

内浦湾を一望して、身体をリフレッ
シュしてみませんか。下山後には、ジンギ

スカンや催し物を予定しています。みな
さんの参加をお待ちしております。

園開催日/5月日日(土)午前9時より受付

・場所/写万部山ハイキングコース

(字共立)
・参加料/500円程度
・問い合わせ先/共立小学校

UO 1377-2-4823 
¥ 

で
も
、
私
達
の
ま
わ
り
は
、
た
く

さ
ん
の
食
べ
物
が
あ
ふ
れ
で
い

て
、
つ
い
そ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
時
々
、

そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
き
ら

い
な
物
も
食
べ
て
み
る
、
そ
し
て

な
る
べ
く
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

給
食
は
、
栄
養
面
や
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
考
え
て
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
み
な
さ
ん
が

一
生
け
ん
命

作
っ
て
く
れ
る
物
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
で
、
食
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

闘
醐
国

今
金
小
学
校

閲
岡
国

今
金
小
学
校

5 
年

大
場
彩
夏

p

ひ
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え
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が
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F
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忙
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ど
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ハロ
l
ワ
I
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
5
月
1
日
同

午
後
1
時

1
午
後

5
時

V
5
月
2
日
附

午
前
9
時

1
正
午
口
時

。
連
絡
先

[北
槍
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8
1
4
5
7
2
4
 

ふ

る

さ

と

の

ま

ち

づ

く

り
を
応
援
し
ま
す

北
海
道
袷
山
支
庁
及
、ひ
槍
山
教

育
局
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

や
、
産
業
・
文
化
の
振
興
・
環
境
保

全
・
情
報
化
・
福
祉
の
推
進
な
ど
地

域
の
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
、

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
、
社
会

教
育
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
団
体
に
事
業
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

-
事
業
例
マ
地
域
の
課
題
解
決
の

た
め
の
調
査
研
究
や
人
材
育
成
、

社
会
教
育
活
動
促
進
や
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
育
成
の
た
め
の
活
動
、
地

域
振
興
の
た
め
の
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど

-
対
象
と
な
る
団
体
マ
管
内
で
ま

ち
づ
く
り
活
動
や
文
化
振
興
・
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
普
及
、
社
会
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

-
補
助
率
マ
補
助
対
象
経
費
の

2

分
の

1
以
内

-
補
助
額
マ
川
万
円
1
3
0
0
万

円-
応
募
方
法
マ
所
定
の
様
式
に
事

業
計
画
を
記
入
し
て
、
同
阿
川
旧

制
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
を

審
査
の
上、

予
算
の
範
囲
内
で
楠

{ハロ
l
ワ
ー
ク
函
館
]

m
o
1
3
8
2
6
1
0
7
3
5
 

【ハロ
l
ワ
l
ク
八
雲
]
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U
0
1
3
7
6
2
2
5
0
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不
動
産
取
得
税
を

ご
存
じ
で
す
か
?

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家

屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度
、
だ
け

課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

《
納
め
る
人
は
》

O
土
地
や
家
屋
を
売
買
・贈
与
・交

換
な
ど
に
よ
っ
て
取
得
し
た
人
。

O
家
屋
を
新
築
増
改
築
に
よ
り

取
得
し
た
人
。

《
納
め
る
額
は
》

取
得
し
た
不
動
産
の
価
格
の

4

%
の
額
で
す
。
た
だ
し
、
住
宅
は
3

%
の
額
で
す
。

《
不
動
産
の
価
格
と
は
》

O
家
屋
を
建
築
(
新
築
・
噌
改
築
)

し
て
取
得
し
た
場
合
は
、
実
際
の

建
築
費
で
は
な
く
、
固
定
資
産
評

価
基
準
に
よ
か
評
価
し
た
価
格
を

い
い
ま
す
。

O
土
地
や
家
屋
を
売
買
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
は
、
実
際
の
購

入
価
格
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て

市
町
村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
を
い
い
ま

す。《
主
な
軽
減
措
置
は
》

• • 

助
の
可
否
を
決
定
し
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

圃
問
い
合
せ
先
及
び
申
込
先

役
場
企
画
振
興
課
企
画
政
策
係

(
官

2
1
0
1
1
1

内
線

1
3

2
)
 

槍
山
支
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興

係

8
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0

1
0
内
線
2
1
8
4
)

ホ
ー
ム
ぺ
|
ジ

(7
3
官
三
毛
垣
委

一
=
可
。
戸
口
。
司

-o「一戸。
rrs-ι
。
」
司
¥

ヒ
グ
マ
に
よ
る

事

故
防
止
の
た
め
に

今
年
は
例
年
よ
り
雪
解
け
が
早

く
、
ヒ
グ
マ
が
活
動
し
始
め
る
時

期
も
早
ま
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

北
海
道
の
山
林
の
多
く
は
、
ヒ

グ
マ
の
生
息
地
で
あ
り
山
林
内
で

は
常
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。ヒ

グ
マ
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
事
故
防
止
の
意
識

を
強
く
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
山
林
に
入
る
際
に
は

特
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

O
住
宅
や
住
宅
用
土
地
な
ど
を
取

得
し
た
場
合
で

一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
と
き
。

O
公
共
事
業
の
た
め
に
土
地
や
家

屋
を
譲
渡
し
、
代
わ
り
と
な
る

一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
不
動
産
を

取
得
し
た
と
き
。

-
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
槍
山
支
庁
総
務
部
税
務
課

課
税
係

8
0
1
3
9
5
2
1
0
1
0
 

内
線
2
3
2
7
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3
2
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事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
(
労
災
保
険
)

説
明
会
の
開
催

労
働
保
険
の
平
成
同
年
度
確
定

保
険
料
と
平
成
凶
年
度
概
算
保
険

料
の
申
告
・納
付
手
続
(
年
度
更
新

手
続
)
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

申
告
・
納
付
の
相
談
、
申
告
書
等

の
受
理
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
ご
利
用
願
い
ま
す
。

申
告
・
納
付
相
談
並
び
に
申
告
書

収
集
日
程

O
会
場
今
金
町
商
工
会

O
日
時

5
月
7
日
同
午
後
1
時

1

3
時

回
目
圃

O
目
立
つ
服
装
を
し
、
単
独
で
は

行
動
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ヤつ。O
見
通
し
の
悪
い
場
所
で
の
作
業

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

O
鈴
を
携
帯
す
る
な
ど
、
人
の
存

在
を
早
め
に
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
る

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
に
お
い
の
強
い
も
の
は
ヒ
グ
マ

を
引
き
寄
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
残
飯
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ

ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

|車いす利用者の負担を軽減 l 

O
持
参
書
類
等
労
働
保
険
申
告

書
、
事
業
主
の
印
鑑
、
平
成
問
年
度

確
定
保
険
料
算
定
基
礎
賃
金
集
計

表今
年
の
法
定
申
告
、
納
付
期
限
は

5
月
羽
目
(
月
曜
日
)
で
す
。

期
限
ま
で
に
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
最
寄
り
の
金
融
機
関
又
は
労
働

基
準
監
督
署
、
北
海
道
労
働
局
を

通
じ
て
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ

し

《
函
館
労
働
基
準
監
督
署
》

冬
期
間
、
休
業

し
て
い
た
奥
美
利

河
温
泉
山
の
家
が

4
月
幻
自
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

※
営
業
期
間
は

印
月
別
日
ま
で
。

奥美利河温泉山の家• • 今
年
は
、
ヒ
グ
マ
対
策
の
一
環

と
し
て

3
月
印
日
1
4
月
初
日
ま

で
の
問
、
町
内
の
山
林
内
で
銃
器

に
よ
る
捕
獲
作
業
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
山
林
に
入
る
際
は
ご
注
意

願
い
ま
す
。

社会福祉の増進に寄与し、誰もが安心して暮らせる地域

社会を目指し平成6年度からリフトカ一等の福祉車輔の

支援を実施している日本財団の募集に、今金町社会福祉協

議会では、車いす対応車輔の助成に応募していました。

その応募が咋年12月に認められ、写真の車隔が配備配置

されました。車柄は軽自動車のワゴンタイプで、背面のド

アから車いすに座ったまま乗降することができるリフト

が装備されています。

今後、車いすでの生活を余儀なくされている在宅者の通

院や買い物援助、デイサービス利用者の送迎などの幅広い

用途の使用が見込まれて ー
います。

この車綱は、基準価格

の60%が日本財団からの

助成で賄われ、残りが社

会福祉協議会とl町で負担

しています。

北
海
道
警
察
官
採
用

試
験
の
ご
案
内

@ 

平
成
川
年
度
北
海
道
警
察
官
採

用
試
験
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す。試験 日 程 採用予定日 採用区分・人数

広 告 4月2日(刈
①平成14年10月1日

(A区分】

第
zJz え {サ 4 月 8 日 (m~25 日 休) 男性 約200人

②平成15年2月1日
女性約 35人

次試験 5月19日(日) 【B区分】

1次合格発表 5月下旬 @平成15年4月1日
男性約 70人

回 2 次試験 6 月下旬~ 7 月下旬
(①又は②)

④平成15年10月1日
女性約 10人

最終合格発表 8月上旬 (①又は②)

問い合わせ先は 北槍山警察署 íj~ ...~ 

社会福祉協議会だより 1114・3・10
※光白星学闇.12寿圏、社会福祉協餓会への多額のご
寄付、ご厚意ありがとうございました.(敬称略)

《奥尻町》 《今金町》

前 田 裕 子 南笠受自治会

《瀬棚町》 今 金 町

工 ルザ 食 堂 今 金 保 育所

《北槍山町》 中 ヰサ 恭 子
北槍山小学校 開 擢測量設軒

キングレコード 附岩佐義人
道高むつ子 種 )11 婦 人 4!1‘ 

長谷川 キヨ シ
今金町女性団体連結協議会

新入学児童にランドセルカバー贈る . 

CID 

毎
年
新
入
学
児
童
へ
保

険
付
き
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
贈
っ
て
る
今
金
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

2
月

幻
目
、
町
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
稲
木
教
育
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

園
※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
お

園
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

園
八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

-
B
0
1
3
7
6
3
2
1
4
8
 



祉書教育

だより

(重点目標)

回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

問団

町
の
歴
史
や
自
然
・

圃

家

庭

や

学

校

、

地

域

社

困

熱

意

を
も
っ
て
、
白

、
だ
れ
で
も
が
、

文
化
を
大
切
に

会
の
き
ず
な
を
深
め

ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

第305号
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今
回
は
平
成
同
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
社
会
教
育
中
期
計
画

の
う
ち
文
化
財
保
護
分
野
の
事
業

推
進
の
視
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

郷
土
の
歴
史
と
文
化
を
引

き
継
ぐ
人
守
つ
く
り
を
進
め

ま
す

現
代
社
会
は
消
費
社
会
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
モ
ノ
に

あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
物

質
的
に
豊
か
に
な
っ
た
一
方
、
物

を
大
切
に
す
る
精
神
は
薄
れ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
人
た
ち
が
語
り
継
ぎ
、
受
け
継

い
で
き
た
記
憶
も
ど
ん
ど
ん
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
昔
の

技
術
や
記
憶
を
持
っ
た
人
を
発
掘

し
、
そ
の
技
術
や
記
憶
を
学
習
資

源
と
し
て
と
ら
え
、
交
流
学
習
の

場
を
設
定
し
な
が
ら
、
後
世
に
引

き
継
く
た
め
の
人
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

O
技
能
、
芸
能
、
生
活
の
知
恵
な

ど
を
持
つ
人
材
の
発
掘
と
登
録
を

進
め
ま
す
。

O
体
験
学
習
の
担
い
手
と
し
て
活

躍
で
き
る
場
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

O
世
代
聞
の
交
流
を
通
し
て
、
後

PartlO 

継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

文
化
財
資
料
の
収
集
・
保

存
事
業
を
推
進
し
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
に

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
文
化
財
の
寄

贈
を
受
け
、
保
管
し
て
お
り
ま
す

が
、
文
化
財
に
関
連
す
る
情
報

(
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の

か
な
ど
)
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

文
字
や
映
像
メ
デ
ィ
ア
等
に
よ
り

記
録
化
を
図
り
、
保
存
し
ま
す
。

O
技
能
、

芸
能
、
産
業
(
農

・

林
・
鉱
・
商
工
)
、
生
活
文
化
に

関
す
る
「
も
の
」
の
収
集
・
保
存

を
進
め
ま
す
。

O
文
字
お
よ
び
映
像
に
よ
る
記
録

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

郷
土
を
理
解
す
る
た
め
の

学
習
機
会
と
情
報
を
提
供

し
ま
す

小
中
学
校
で
は
総
合
学
習
の
時

間
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
金
町
の
生
い
立
ち
ゃ
生
活
文
化

な
ど
を
学
習
で
き
る
よ
う
教
材
を

整
備
し
、
本
町
の
特
性
を
生
か
し

た
郷
土
学
習
が
各
年
代
層
に
お
い

て
行
わ
れ
る
よ
う
学
習
機
会
と
情

スポーツで生活をより楽しく過ごそう!春目前、

最
近
、
今
金
町
で

も
ふ
き
の
と
う
が
顔

を
出
し
て
い
る
の
を

目
に
す
る
よ
う
に
な

り
春
の
到
来
を
告
げ

よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
冬
の

問
行
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
野
外
で
の

ス
ポ
ー
ツ
(
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

マ
ラ
ソ
ン
、
登
山
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
な

ど
)
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。こ

の
春
か
ら
何
か

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て

見
ょ
う
と
思
っ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
お
薦
め
し

ま
す
。
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
誰
で
も
手

軽
に
で
き
る
こ
と
か

ら
最
近
、
町
民
の
方

に
も
浸
透
し
つ
つ
あ

る
の
が
こ
の
ウ
ォ

l

キ
ン
グ
で
す
。
昨
年

度
か
ら
へ
ル
シ

l

報
の
提
供
に
努
め
、
ふ
る
さ
と
に

心
を
向
け
る
町
民
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

O
学
校
へ
の
学
習
教
材
の
情
報
提

供
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

O
町
内
に
お
け
る
郷
土
学
習
の
情

報
提
供
を
進
め
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

O
町
内
外
へ
の
情
報
提
供
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

郷
土
の
歴
史
を
伝
え
る
学

習
施
設
の
整
備
と
充
実
を

進
め
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
平
成
ロ
年
度

よ
り
史
跡
ピ
リ
カ
遺
跡
の
保
存
整

備
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
平
成

凶
年
度
に
は
当
面
の
整
備
事
業
を

終
了
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
町

民
の
心
の
よ
り
所
と
し
て
の
史
跡

の
保
存
整
備
を
進
め
、
歴
史
学
習

の
情
報
基
地
と
し
て
の
活
用
に
努

め
ま
す
。

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
事
業
と
し
て
春
は

奥
ピ
リ
カ
コ
ー
ス

(
8
キロ
)
秋
は

利
別
大
橋
コ
ー
ス

(
9
キロ
)
冬
は
、

歩
く
ス
キ

l
を
使
っ
て
ピ
リ
カ
遺

跡
コ
ー
ス

(
5
キロ
)
と
た
く
さ
ん

の
町
民
が
集
い
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま

た
、

1
月
号
の
広
報
で
も
紹

介
し
ま
し
た
啓
発
冊
子
や
今
金
町

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
も
利
用
し

な
が
ら
、
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
を
よ
り

身
近
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

今
年
度
か
ら
定
期
的
に
体
育
指
導

委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
が
歩
い

て
皆
さ
ん
に
啓
発
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
春
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生

活
に
取
り
入
れ
健
康
で
い
き
い
き

と
し
た
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

• • ま
た
、
複
合
文
化
施
設
の
計
画

の
中
に
は
博
物
館
的
な
施
設
の
併

設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民

の
自
主
的
な
活
動
を
さ
さ
え
、
町

や
自
己
の
生
い
立
ち
を
振
り
返
り
、

将
来
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る

総
合
的
な
郷
土
学
習
の
場
と
な
る

拠
点
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま

す。

一
絡
に
い
い
汗
を
か
こ
う
!

合
金
?
ス

リ

ト

ク

ラ

ブ

会
員
募
集

「
今
金
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
走
る
こ
と
が
好
き
な
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
方
を
対
象

に
男
女
を
問
わ
ず
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
の
方
、
仲
間
を
増
や

し
た
い
方
な
ど
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
現
代
の
ス
ト
レ
ス
時

代
、
毎
日
の
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
入
れ
、
い
い
汗
を
か
き

走
る
喜
び
と
自
ら
の
身
体
を
鍛
え

ま
し
ょ
う
。
活
動
と
し
て
は
、
定

期
練
習
の
他
に
、
町
内
の
大
会
参

加
や
、
近
隣
町
(
洞
爺
・
伊
達
・

函
館
な
ど
)
の
大
会
参
加
な
ど
。

申
し
込
み
は
、
総
合
体
育
館

(
合

2
1
2
0
2
6
)
か
石
川
ス

ポ
ー
ツ
用
品
庖
(
包
2

1

1

7

7
)
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

O
史
跡
を
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
、
体
験
学
習
、

交
流
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

O
現
有
施
設
の
最
大
限
の
有
効
活

用
を
図
り
、
文
化
財
資
料
の
保
管

と
活
用
を
進
め
ま
す
。

O
博
物
館
的
施
設
の
調
査
研
究
を

進
め
、
町
や
自
己
の
生
い
立
ち
を

振
り
返
り
、
将
来
を
見
つ
め
る
こ

と
が
で
き
る
郷
土
学
習
に
最
適
の

計
画
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
叩
回
に
わ
た
り
、
第

二
次
今
金
町
社
会
教
育
中
期
計
画

に
つ
い
て
、
五
カ
年
の
目
標
と
重

点
、
各
分
野
の
事
業
実
施
の
視
点

を
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
平
成
日
年
度
と

な
り
、
計
画
の

二
年
次
回
と
な
り

ま
し
た
。
少
し
で
も
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
お
わ
り
)

種)11.
金原・神丘各小学校
今金町教職員辞令交付式
15 : OO~役場

9日(刈|入学式今金中学校
社会体育施設利用団体代表
者会議
19 : OO~総合体育館

白京HXI画正一一今盃M雇画 一一一
桧山管内社会教育担当者
会議江差町

子供会連合会総会
19 : OO~役場

-体育指導・文化
財保護委員会合同会議
19 : OO~学習センタ一

江町有ほ京二三Jfd尋蚕貢会袷蚕
19 : OO~総合体育館

スポーツ少年団本部総会
19 : O O~総合体育館

拍 (1干「体;tt.王雇TJ骨二ジ言品蚕
18 : OO~総合体育館

CID |子育てホットラインは、~ー~石Oです。(不在の時や夜間は留守番電話lこ型fil-
@ 



回
代
の
岸
本
か
ね
さ
ん
(
何

歳)。

一
日
は
暖
か
い

一
杯
の
牛
乳

で
始
ま
り
ま
す
。
週

2
回
「
と
し

べ
つ
」
の
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
し
て

ま
す
。
「
行
く
ま
で
が
大
儀
だ
け
ど

一
行
け
ば
楽
し
い
の
」
と
ニ

コ
ニ
コ
。

緩
や
か
な
か
ね
さ
ん
で
す
が

一

年
前
は
、
夜
ト
イ
レ
か
ら
部
屋
へ

一戻
れ
な
い
(
迷
子
)
、
夜
間
俳
個
、
お

嫁
さ
ん
の
寿
子
さ
ん
の
顔
が
わ
か

ら
な
い
、
這
っ
て
歩
く
等
本
当
に

大
変
な
状
況
が
続
き
、
家
族
は
介

護
で
疲
労
困
抽
出
し
て
い
ま
し
た
。

医
者
の
診
断
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
l
型
痴
呆
」
で
し
た
。

介
護
認
定
を
受
け
て
か

ら
j
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
使
っ
て
み
た

家
族
は
介
護
保
険
制
度
の
要
介

惣
認
定
を
受
け
る
た
め
、
「
と
し
べ

つ
」
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
。

結
果
は
要
介
談
2
0
そ
の
聞
で
も
、

遡

i
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
頑

張
っ
て
通
い
続
け
ま
し
た
。
家
族

の
介
護
疲
れ
も
限
界
に
達
し
た
5

〆

健診を受けて明るい健康づくり
(保健福祉税健康づくり係国保係)通過まみんなの健康

食塩の主成

分であるナト

リウムは、血管内の細胞に水

分を取込み血液の通り道を狭

くしたり、血管が刺激に敏感

となり収縮しやすくなって血

圧を上げます。みそ、しよう油

などの調味料を使う習慣のあ

る日本では、どうしても塩分

をとりすぎる傾向がありま

す。日本で目標とされている

1日の塩分量はIOgとされて

いますが現在、日本人が 1日

に摂取している平均盈は13.5

gで過剰摂取の状況にあり、

減塩を心がけることが必要で

す。

① しょうゆやソースを控えめ

にし、酸味や香辛料で薄味を

カバーする。

②麺類の汁は残す。

③味噌汁は具だくさんで汁は少な

めにする。

④加工食品を食べすぎないなど無

理なく続けられる工夫をしましょ

う。

在
宅
俗
語
通
信

丹
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期
入

所
)
を
日
日
間
利
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
入
所
中
ス

タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
身
体

・
精
神

・

投
薬
の
而
か
ら
よ
く
観
察
さ
れ
ケ

ア
さ
れ
た
か
ね
さ
ん
の
状
況
が
落

ち
お
き
始
め
た
の
で
し
た
。
退
所

後
も
週
2
回
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
継
続
し
て
様
子
を
見

て
う
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
専
門
家
の
目
は
大
切
だ
」
と
家

族
は
実
感
し
た
そ
う
で
す
。
息
子

さ
ん
も
お
嫁
さ
ん
も
入
所
中
に
休

み
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

元
気
を
取
り
戻
し
た
か

ね
さ
ん

8
・
9
月
は
帯
状
包
疹
の
た
め
、

国
保
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
が
退

院
後
は
大
好
き
な
家
に
戻
り
元
気

を
取
り
戻
し
た
そ
う
で
す
。

な
に
よ
り
か
ね
さ
ん
の
回
復
に

拍
車
を
か
け
た
の
は
自
室
の
「
改

修
」
。
介
談
保
険
制
度
の

「住
宅
改

修
制
度
」
を
活
用
し
な
が
ら
段
差• 

， 

• 
を
取
り
除
い
た
り
、
移
動
し
や
す

い
よ
う
畳
み
か
ら
床
へ
張
り
替
え

る
な
ど
手
を
加
え
ま
し
た
。
工
事

の
期
間
は
短
期
入
所
を
利
用
。

戻
っ
て
き
た
か
ね
さ
ん
は
部
屋
を

見
て
「
い
い
ね
え
l

」
と
大
満
足
。

と
て
も
気
に
入
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
今
で
は
毎
朝
、
自
室
で
身
仕

度
を
自
分
で
整
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
デ
イ
ケ
ア
へ
出
掛

け
る
た
め
の
洋
服
も
、
顔
や
髪
に

塗
る
ク
リ
ー
ム
も
欲
し
く
な
り
、

寿
子
さ
ん
に
買
っ
て
き
て
欲
し
い

と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
寿

子
さ
ん
は
「
お
し
ゃ
れ
に
な
っ
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

具
合
の
惑
い
時
は
、
身
な
り
も

か
ま
え
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
テ

レ
ビ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。在

宅
介
護
の
限
界
ま
で

息
子
さ
ん
の
義
仁
さ
ん
は
「
介

鍛
で
大
変
な
時
、
特
別
接
被
老
人

ホ
l
ム
の
入
所
も
考
え
申
し
込
ん

だ
が
、
今
は
本
人
の
調
子
も
良
い

し
介
護
の
手
間
も
減
っ
て
い
る
か

ら
入
れ
ら
れ
な
い
よ
ね
。
い
ざ
と

な
っ
た
ら
助
け
て
も
ら
え
る
所

(
と
し
べ
つ
や
支
援
セ
ン
タ
ー
)
が

あ
る
か
ら
、
今
は
い
け
る
と
こ
ろ

ま
で
い
っ
て
み
る
と
い
う
気
持
ち

で
い
る
よ
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

高
血
圧
、
ま
ず
ほ
食
生
活
か
ら
設
蓄
し
ょ
ラ
ー

心臓が収縮して全身に血液を送

り出すときに、血管の壁にかかる

圧力を血圧といいます。そして動

脈にかかる圧力が必要以上に高い

状態が高血圧です。自覚症状もな

いので「ただ血圧が高いだけ」と安

心してはいけません。

た
。
寿
子
さ
ん
は

「人
そ
れ
ぞ
れ

違
う
け
れ
ど

・
・
・

と
前
訟
き
し

て
「
本
人
が
理
解
し
て
い
て
も
し

て
い
な
く
て
も
何
で
も
相
談
し
な

が
ら
、
説
得
し
な
が
ら
行
っ
て
き

た
こ
と
が
良
か
っ
た
み
た
い
で

す
」
と
振
り
返
り
、
「
何
よ
り
か
ね

さ
ん
が
自
分
遠
の
い
う
こ
と
を
受

け
入
れ
て
く
れ
て
良
か
っ
た
。
か

ね
さ
ん
は
本
当
に
良
い
人
で
す
」

と
感
心
し
て
い
ま
す
。

介
護
巴
困
っ
た
時
は

「今
、
何
に
図
っ
て
い
る
の
か
、

感
情
的

・
物
質
的

・
環
境
的
な
問

題
な
の
か
、
を
家
族
が
思
い
切
っ

て
訴
え
る
こ
と
で
、
専
門
家
に
知

恵
を
出
し
て
も
ら
え
る
。
自
分
達

は
退
職
し
て
い
る
か
ら
2
人
で
介

護
も
出
来
る
が
、
仕
事
を
持
つ
人

が
介
護
す
る
の
は
本
当
に
大
変
な

こ
と
だ
。
家
族
の
理
解
と
専
門
の

相
談
機
関
が
必
要
た
よ
」
と
感
じ

て
い
る
こ
と
を
諮
っ
て
く
れ
ま
し

た。
か
ね
さ
ん
、
家
族
の
皆
さ
ん
、

い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
1

こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

-つ
!今

度
は
、
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

お
話
を
お
伺
い
に
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
1

• • 
(保健福祉課健康づくり係)

動脈硬化を誘発

高血圧の怖いところは、動脈硬化

を誘発し、心臓病や脳卒中などの

重大な病気につながることです。

高血圧の原因の50~60%は遺伝に

よるもので、残り 40~50% は日常

生活にあるといわれます。たとえ

高血i圧になりやすい素因をもって

いたとしても 日常生活の改善に取

り組めば、その効果はより確実に

あらわれます。

高血圧の食事対策

①食塩のとりすぎに気をつけ薄味

料理を心がけ、肥満にならないよ

う食事の訟を調節する。

②血圧の上昇を抑える働きのある

カルシウム(乳製品・小魚など)や

カリウム(新鮮な野菜・果物)を積

極的にとる。

③余分な塩分を体外に排出する働

きのある食物繊維(野菜・海部・豆

類など)をたっぷりとる。

④I血管の弾力を保つ良質のたんぱ

く質(肉・魚・卵・豆類など)を十分

にとることです。

ーーーー

室

民

ω会

住
側
側
5
集

区
日
日
イ
泉

地
げ
何
十
温

川
月
月
な
川

口
種
4
5
山
積

回
h
v
h
v
k
v

附
象

時

所

U
対

日

場開・・・

T!l!I1R薩房相談:

【美利河地区】
@対象じ〉美前ji"J地区住民
・日時じ>4月8日(円)

5月13日(m
14:00-16・00

.場所[>美利河生活館

@ 

惨
と
っ
て
も
笑
顔
が
す
て
き
な

岸
本
か
ね
さ
ん
(
写
真
左
)

岸
本
寿
子
さ
ん
(
写
真
右
)遺

.対豪5而E年 9-10月生まれの子

.月日[>5月1日(材

.時間[>(受付)14:30-14:45 

事E鈎理渥麗商議・健診

号葡繋l年 2-3月生まれの子
.月日[>4月10日同
.時間じ>(受付)13: 15-13:30 

【各相談・健診共通】
・場所[>総合福祉施設内

保健センター
・持ち物
[>母子手帳・タオルなど

lJi翠鍾副理UE世話匡重量通

-持ち物じ〉母子健康手帳・予診票
を持参ください。予診票は病院に
備え付けてあります。
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 官2-2780 

予防

苓斉家区荒家者には日程表にてと
案内しています。
.月日[>5月8日(村・13日(11)

15日(村.11寺間[>14 :30-15・00
.場所仁〉今金町国保病院

薩子宮

【あったからんど1
.対象じ〉全住民
.日時じ>4月9日・23日休j

5月14日ω
13:30-15:30 

.寝所仁〉あったからんど

プ察医地区巡回診療

【耳鼻科】
@対象仁〉全住民
-月日[>4月9日(制
.11寺閉じ>14:00-15:00

【眼科】
@対象じ〉全住民
-月日[>5月8日(村
@時閉じ>9:00~ 11 :30 

Iリウマチ科1
.対象[>八雲総合病院リウマ
チ科に通院されている方
@月日[>4月15日間
.時間じ>10:00-

【各診療科共通】
.場所じ〉総合福祉施設内

保健センター
.内容[>八雲総合病院医師

診察(有料)

診察を受けるには?l

。。り予治約療す申費込等が必要保院となります。は病 と同様とな
まので健康険証等が必

要。給お7者忘と0歳証なれります。以なも上の方は老人医す療受
必要となりま ので
く。'5'2 -2780 
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f a・k ‘森 茅七海ちゃん

:ぞ 開・ 一7月14日生まれ)・Eマ明司 1・・白 日の出町蒜朋彦さん、敏江さんの長女 ・

~- rコ( 哩町 【親から .

ーペ \.~ 141 体は'1粒でもズシリと重い!!
5・J弔認喧~通量ぶ おt.L¥カけの時はお兄ちゃんの上析を川・
3 2Eg，4ELL3珂νも :iJ:してく れるとてもやさしい茅っちゃん・

:可.ぜ1:-!品 、慨留 です .

今 ゅうと . 

;惨坂本優斗ちゃん 圃・・・・・・ 鼠 ;

(平成13年4月四生まれ)園田'唱圃圃晶 :

.鈴岡第一 板本好史さん、圭子さんの長男 圃・. ゐi

.叫【親か叫叩ら引~~ ~l_圃=去z 
: A此帖叩巨此附附とU剖11川l

. 曲肋を聴きながら、ハン ドルを持つ手は、 .， ~ ~ .1哩.'陀て毛νf 

. ，1す- つ かりドライパ一気どりです~￥ ) W'/~ ~ 

・ 大人になっても、無邪気で優しい干でい ‘笥Y.I'''V '1沼 ・

:て欲しいです. 魚崎~ぬ魚崎民ぬ倶 :

:?イドIL募集中!'B2-0111 内線234まで

証

習のご案内

-優良講習(30分講習)

-今金町民センタ-

4月18日(午後 l時)

-北櫓山町農村環境改善センター

5月9日(午後 l時)

・一般講習(2時間)

-北槍山町農村環境改善センター

5月9日(午後 21時)

今金町の交通事故発生状況

2月末言十

話ゐぬ

2月発生

発生件数 2件
死者数 O名
傷者数 2名

※ S Si車動(スピードダウン・シ トベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう!

交通事故死ゼ口日数 512日

塁間滞
締 ::n 交通事故死ゼ口5∞日達成!

IOtXI] 

前月対比

(ム6)
( 0) 
(ム6)
( 3 ) 

住民の動き
2月末現在

6， 980人

3， 366人

3，614人

2， 730世帯

IOtE(~ 

人口

男

女

|世帯数

今金町内での交通事故死ゼロ日数が 2月

16日付けで連続500日を達成し 2月18日、社

団法人北海道交通~畠‘己l ピy
安全推進委員会か

ら今金町交通安全

運動推進委員会が

表彰を 受 けまし

た。

件
、
樹
脂
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砂
耳

務
鎖
措
-晴
樹
咋
|
代
U
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菊

浩司)栄 町

忠)種川宮前

好亮)八束南原

続)南町

勺コ訟をれじとEうおめでCう
‘' が〈

谷崎 紫色ゃん 2月6日(保護者
こう し ろ う

早坂康士郎九ん 2月15日(保護者
もみ

村i頼 百美九ん 3月12日(保護者
あゆま

餌取歩兵ち... 3月15日(保護者

真紀さん( 栄 町)

美香さん(南堂受)

能 いつまで也あ幸世|之
2122舘田慎也九(八情U1J).永瀬

3/12木島正人九(末広IsJ)・タ下

手事ぉ4やみ毛 5しあげます

犬塚マサオさん 2月21日 91歳(下豊田)

菊地 幸 三さん 2月27日 41歳(中花石)

中山 一 信さん 3月6日 62歳(鈴 金)

3月20日受付分まで

休日当番医
4月7日今金町国保病院(今 金) 岱2-0221 

1'1日道南ロイヤル病院(北恰山) 'B'4 -5011 
21日 北槍山町国保病院(北槍山) 's'4 -5321 
28日 瀬棚町国保医科診療所(瀬棚) 包7-2'170 
29日今 金町 国 保病院(今 金) 'B' 2 -0221 

(5月分については予定です)

5月3日硝崎 12< 院(i頼捌)

4日 道南ロイヤル病院(北愉山)

5日 岩間 医 院(今 金)

6日 北倫山町国保病院(北槍山)

12 EI今 金町国保病院(今金)

心l

'I'l7-3021 

包 4-5011 
τr 2 -0057 
'B'4 -5321 
'B'2 -0221 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご了

承ください. 団司

午前10時から正午まで 』抗 出ヤ、
司午後 1時から 3時まで ~車新T

「看護婦m保健婦』の名称変わる | 健師 (ほけんし)Jに名称が変わりました。

皆さまからは、長きにわたり大変親しまれてきた

名称だけに、すぐには馴染めないと思いますが、看護

師、保健師とお呼びくださるようお願いいたします。

これまで、「看護婦Jr保健婦Jと呼ばれてきた名称

が 3月 l日から法律上、「看護師 (かんごし)J、 「保
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② q;)直謹EL環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています.

ホームページアドレス http://www.hakodate.oLjp/imal句 nel

Eメールアドレス imakane@hakodate.or.jp


